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Summary

　　　Dr．　Zhou　Dacheng　is　Professor　of　Stomatology　at　Beijing　Capital　Medical　College　and

known　as　an　authority　of　Chinese　dental　history．　In　1980，　he　came　to　Japan　and　gave　a

special　lecture　entitled“Progress　of　dentistry　in　China－a　short　history”at　the　congress

cosponsored　by　three　Societies　of　Japan　Medical，　Dental　and　Phamacological　History　at

Tokyo．　Recently，　I　recieved　his　article，‘‘A　short　history　of　Chinese　dentistry，”contributed

to　the　Chinese　Stomatological／burnal　in　1985．　Here　I　review　this　article，　which　organized

very　well　a　long　period　of　Chinese　dental　history．　It　takes　up　chiefly　dental　writings　in

chronological　order　from　the　Yin　dynasty　to　the　present　age，　and　contains　the　following．

　　　Medical　organization　in　the　Sui　and　Tang　dynasty．

　　　Pulp　devitalization　and　tooth　restoration　by　medicaments　in　the　Han，　mottled　enamel

in　the　Wei．

　　　Operation　of　cleft　lip　in　the　Qin　and　Jin．

　　　Amalgam　filling，　reduction　of　luxation　of　temporomandibular　joint，　smoke　therapy　for

toothache，　and　a　wall　painting　on　oral　hygiene　at　D皿huang　in　the　Tang．

　　　Toothbrush　made　of　fur　in　the　Liao．

　　　Tooth　replantation，　prevention　of　caries　by　tea　drinking，　cautery　hemostasis　in　the

Song．

　　　Prevention　of　periodontal　disease　by　salt　in　the　Ming．

　　　Prosthetic　restoration　in　the　Qing．

　　　Chinese　medicine　unites　with　Western　medicine　in　the　present　age．

本論文の要旨は，第26回松本歯科大学学会総会（1988年6月18日）において発表された．（1988年11月12日受理）



は　じ　め　に
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　北京市，首都医学院口腔医学系教授周　大成博

士は1980年10月東京で開催された医学，歯学，薬

学の3史学会合同総会において「中国口腔医学発展

簡史」と題する特別講演を行った中国における歯

科医史学の第一人者である．最近，「中国口腔医学

史略」と題する論文を博士から贈られたが，長い

中国の歯科医学の歴史が極めて要領よくまとめら

れていると考えられるので，和訳して紹介するも

のである．

周　大成博士について

　周　大成博士は1935年東京歯科医学専門学校の

専修科（ロ腔外科学教室）を修了され，1980年，

前述の学会には鈴木勝日本歯科医史学会会長の招

待により来日されたもので，当時は北京市口腔医

院予防科主任の要職にあつて，口腔衛生学，歯科

医史学などの研究に従事されていた．1982年，北

京市に首都医学院が設立されると口腔医学系教授

となり，口腔医学史を担当されている．現在まで

に日本歯科医史学会会誌に寄稿された博士の日本

語による論文を表1に示す．また博士が関与され

た中国の歯科医学書で，1980年以降に訳者が贈与

を受けたものに，口腔粘膜病（1983年）児童牙科

臨床診療（片寄氏の著書を翻訳1985年）簡易歯科

用語集（日本の歯科用語集に中国語を加えたもの

1987年）がある．

　今回，和訳した「中国ロ腔医学史略」は1985年

6月に創刊された口腔医学縦横誌第1巻第1期

（号）に掲載された論文の別刷で，4ページの本

文と文献で構成され，図版はない（図1）．

　和訳にあたって人名，固有名詞などに使われて

いる中国の簡体字（略字）は出来る限り日本で使

われている漢字に直した．（注）は訳者の注である．

“中国ロ腔医学史略”の訳文

　中国伝統医学の中で口腔医学はう蝕，歯周病，

口腔粘膜病，ロ腔外傷および化膿性口腔疾患の研

究と治療を主な内容とする科学である。長い歴史

の中で，口腔医学は口歯科，耳目ロ歯科，口歯咽

喉科，中華民国時代には牙科と多くの呼称があっ

た．口腔科の名称は解放後1950年代から段々と使

われるようになった．
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　股代には疾歯，う歯，疾口，疾舌，疾言などの

口腔疾患に関する甲骨文字が見られた．漢代の始

めに淳子意はわが国で最も早いう蝕の症例を記載

していた．漢代末の張仲景の著作の中に「口歯論」

一巻があったが，惜しいことには失われて仕舞っ

た．惰，唐時代の医療機構には太医署があって，

五つの専門科から成り，耳目口歯科はその中の一

科であった．医学博士が主として教え，助教がこ

れを補佐していた．宋代にも太医署があったがあ

とで太医局に改まり，九科を置いた．その中に口

歯兼咽喉の一科があった．元代になって医学は十

三科に分かれ，口歯科の名称は引続いて用いられ

た．清代の太医院は十一科に分かれ，口歯科ある

いは口歯咽喉科はその一科であった1・2）．

　わが国歴代の口腔医学の著作は数十種類あった

が，その大部分は遺失してしまい，現存する唯一

の口腔医学書は明代の醇己の「口歯類要」である．

近代になって西洋の口腔医学が伝わって，わが国

の口腔医学は以前に比べて大いに発展し，口腔医

学の中に多くの新しい分科が出現した3）．

　漢代の墓から出土した「五十二病方」の中に口

腔疾患の治療について書かれたものとして，「歯

嚇」とその経路の循環過程があり，そのほかに楡

皮，美桂その他の薬物を合せて歯に充填する方法

について述べている．これはわが国で最も古い歯

の充墳術である4）．

　とくに注意すべきことは，張仲景（およそ

150～229年）の著作「金置要略」に書かれている

“雄黄，章苗を粉末にして臓日に採取した豚の脂

　　表1：周大成博士の最近の日本語による論文

中国口腔医学発展簡史（講演抄録）

　日本医史学雑誌　26巻　3号　昭和55年7月

　日本歯科医史学会会誌　8巻　1号　昭和55年9月
江西省南昌市東呉高栄墓より発見した金製小楊枝につ

いて

　　一1980年《考古》3期219頁の“江西南昌高栄墓

　　　的発掘”に依る一
日本歯科医史学会会誌　8巻　2号　白和56年1月

明代の歯科専門書《口歯類要》について

　日本歯科医史学会会誌

中国口腔医学発展簡史

　日本歯科医史学会会誌

8巻　2号　昭和56年1月

8巻　3号　昭和56年3月
中国新石器時代人類の口腔に球を含む習俗について

日本歯科医史学会会誌　8巻　3号　昭和56年3月
江陵鳳鳳山168号墓の西漢古屍のロ腔疾患及び其他

日本歯科医史学会会誌　8巻　4号　昭和56年9月
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1985年6月 くロ腔医学似横》 第1巻第湖

㎜㎜㎜倣　　　　　　　賦

器企著器
鰍　　　　　　　賦

㎜㎜㎜㎜∬欺

中国ロ腔医学史略
北京市口腔医院　用大成

　　中国侍統医学中的ロ腔医学，是以研克

和治庁踊歯、牙周病、ロ腔粘膜病、口腔外

傍和化肱性口腔疾患力主要内容的科学。在

漫長的防史辻程中，ロ腔科多被称力口歯

科、耳目口歯科、ロ歯咽喉科，民国吋代則

称力牙科・口腔科的名称是解放后五十年代

升始逐漸使用的。

　　段代出現了疾歯、疾口、疾舌、疾言等

甲骨文字。双初淳干意氾栽了我国最早的踊

歯症例。双末張仲景著有《ロ歯企》一巻，

惜已失佳．惰、唐吋代的医庁机杓太医畏分

五介寺科学刀，耳目ロ歯カー科，由医学博

士教授，助教捕早．宋代原没太医署，后改

力太医局，投九札口歯兼咽喉th－一科。元

代分医学）b十三科，彷沿用口歯科名称。清

代太医院分十一科，伍名口歯科或口歯咽喉

科11）ts］．

　　我国坊代的ロ腔医学著作，星辻数十秒

之多，但其大部分己遺失，現存唯一的口腔

医学寺著，是明代醇己的《口歯英要》。近

代由干西医口腔医学的侍入，我国ロ腔医学

得到了校大友展，口腔医学中也出現了狼多

秒新的分支学科ISI．

　　収墓出土的《五十二病方》中，曽氾述

了治庁口腔疾患的《歯肱》及其循行辻程。

井叙述了用愉皮、美桂及其他几秒麹物充填

牙歯的方法，速可以悦是我国最早的牙歯充

填木t‘】。

　　更値得注意的是張仲景（釣150年～

229年）在其著作《金匿要略》中妃栽了以

“雄黄、芋房二味，末之，取脂日猪脂溶，

以塊枝琴共，四五札点菊烙之。）S失活牙

髄的方法，比美国的斯普納（Spoonere

1836年）早1，500多年．現在世界上許多国

家，述在使用本剤以失活歯髄，辻是我国在

ロ腔医学方面的重要貢献之一一・1611e1・

　　魏代的稜康（223年～262年）在其著作

《葬生捻》中肴♂風娃共而黒，磨食柏而香，

頚赴燈而痩，歯居晋而黄．”的描述，辻秒

“歯居晋而黄゜的情N，是因力山西歓水中含

蒐量校高，引起的慢性氣中毒在牙酋方面的

表現，辻去称力斑柚（Mottled　enamel），

因力斑柚只是柚貢上的斑，井没有気的含

又。散現称力氣牙症（Dental　Fluorosis）。

我国対子此症的弘恢，要比美国的伊格

（Eager，1901年）早1，600多年，辻也是

我国口腔医学史上的重要麦現：T】【81・

　　我国近在秦代就能作贋裂修友未了，但

到了晋代，オ有文字妃栽，井提出要用流炭

炊食及禁止淡笑等注意事項（《晋弔》及

《桂庵小乗》）1°1。

　　《晋弔》Md栽了抜牙致死症例，滑

“蛎（温所）先有歯疾，至是抜之，因中夙

而卒，吋年四十二Jl。巳経杁涙了抜牙与全

身美系的重要性ロ叫．

　　惰代《渚病源候沿》在抜歯損候項中

悦8“抜歯而損肱者，則経血不止，藏虚而

眩陶”・可見対干抜牙后出血，已有了遊一

歩的弘枳。

　　在医事制度方面，唐代太医署宍爆上巳

h成力世界上最早的医学校・在医科的四介

系中分Xi五Al科，其中耳目口歯（五官）

カー科，学生人数占，B人数的百分之十，修

メk年限四年，es－一部tl都没有博士教授学

生，下没助教、医姉和医工等，以輔助教
学。

ff

図1：論文の第1ページ
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の中に溶かして4～5個を塊の枝の先端につけて

貼薬して焼灼する”（注：雄黄は硫化砒素，膿日は

大晦日）という歯髄失活法で，アメリカのスプー

ナー（Spooner1836年）に比べて1500年も早い．現

在でも世界中の多くの国でこの薬剤による歯髄失

活法をそのまま使っている．これはわが国の口腔

医学上の重要な貢献の一つである5・6）．

　三国時代魏国の愁康（223年～262年）には「養

生論」という著作があって，その中で“wtにいる

風は黒くなり，柏を食べる窮は香り，険しい所に

おれば頸が痩になり，晋で生活すれぽ歯が黄色に

なる”（注：晋は山西省）これは山西省の飲料水に

はフッ素の量が多いので慢性のフッ素中毒が歯の

表面に現われることを示している．以前は斑状歯

（Mottled　enamel）と云っていたが，その理由は

た父歯の表面に斑があったからで，まだフッ素が

含まれていることは知られていなかった．した

がって現在は歯牙フッ素症（Dental　Fluorosis）と

云われている．わが国でのこの疾患の認識はアメ

リカのイーガー（Eager　1901年）に比べて1600年

も早く，これもわが国のロ腔医学史上の重要な発

見である7’8）．

　わが国では遠い秦代から唇裂修復手術を行うこ

とが出来たが，文字による記載は晋代になってか

らである．それに関して，流動食をとり，談笑を

禁ずる注意事項が書かれている（「晋書」および「瑳

庵小乗」）9）．

　「晋書」にはまた抜歯による致死例の記載があ

る．それによると’晴（温嬌）は歯疾で抜歯した

ところ，中風になって死亡したが，その年令は42

才であった”という．その頃すでに抜歯は全身的

に重要な関連があることが判っていた1°）．

　惰代の「諸病源候論」に抜歯損候の項があって

その中で“抜歯によって豚を損傷すれぽ，血が止’

まりにくく，臓蹄が空虚になり，目まいがして悶

える”と説いた．したがって抜歯後出血について

一層深く認識されるようになった．

　医事制度に関しては，唐代の太医署は事実上世

界で最も早い医学校であった．医学の四つの系の

中に五科があり，その中に耳目口歯（五官）が一

科をなし，この科の学生の数は総数の約10％で，

修業年限は4年である．各部門の中では博士が学

生に教授し，その他に助教，医師および医工が教

えることを補佐していた．（注：表2を参照）
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　唐代の蘇敬が著わした「新修本草」（659年）の

中に水銀合金で歯の窩洞を充墳することについて

“白錫と銀箔および水銀を一緒に煉り合はすと銀

のように硬くなるが，これで歯の欠けたところを

補う”と書かれている．英国人ベル（Bell）が最初

に水銀合金を使ったのは1862年で，今日まで150年

の歴史であるが，わが国では1300年前にすでに歯

の充墳に銀膏を使用していた．このことはわが国

のロ腔医学における世界的に重要な発明の一つで

ある．11・12）．

　孫思逸著「千金要方」の中で顎関節脱臼を治療

するには“一人が手指で患者の願部を引張りなが

らゆっくり押すともとの位置に入る．押す時には

素早く指をはずさないと誤って指を噛まれること

がある”と記載されている．また「千金翼方」に

は一歩進んだ方法として，術者の手指を竹の管の

中に入れて咬傷を防ぐように提案している12）．

　唐代以降はずっと，歯を鷺蒸する方法で歯痛の

治療が行われていた．「千金要方」は“黒い鈴羊の

脂と貰若子の等量を合せ，まつ赤く焼いた鋤誓の

中に入れると煙が出るので，布で頭を覆い煙を口

表2：唐代の医学教育制度（中医学解難8）より転載）

唐太医

署的医

学教育

（編制

341人）

公共基礎課：〈黄帝内経素問》，《神農本草経》，

　　　　　　《針灸甲乙経》，《且永経》

医　科

164人

針　科

　52人

教職員

∋

医博士1人，助教1人，医
師20人，医工100人，典薬2

人

体療（内科）：学制七年

瘡科（外科）：学制五年

少小（九科）：学制五年

耳目口歯（五官科）：学制四

年

角法（理療）学制三年

教職員：針博士1人，助教

　　　　1人，針師10人，

　　　針工20人
針生20人：学習《黄帝針
　　　経》，〈明堂》，《豚

　　　訣》，《流注図》，《側

　　　便図》，〈赤鳥経》，

　　　　《神針経》
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に入れて歯を燥蒸する”と云い，王責の「外台秘

要」には“蓑若子三合と青銭七文を用いるが，ま

ず青銭を焼いて赤くし，口にくわえることが出来

るような口の小さな瓶を選び，焼いた青銭を瓶に

入れ，莫若子を一つまみ入れると炸裂音がするの

で少量の水を銭の上にかけると蒸気が出る．それ

によって歯を懐蒸する．銭が冷えたら止め，三合

の薬が無くなるまで繰り返す”とある．「東医宝墾」

（注：朝鮮の）および「医心方」（注：日本の）で

も歯を燥蒸する方法を採り上げているが，使用器

具は同じではない．清代の太医院では歯を燥蒸す

る銀製の器械を製造して使用していた．薬を罐の

中に入れて，銀の管を罐の上部に連結し，痛む歯

に接触させ，薬を含んだ蒸気で燥蒸する．これは

極めて巧妙な方法で，口腔医療器械の一歩前進し

たものである．現在この薫牙器は故宮（注：北京

故宮太医院）の薬局に保存されている13）．

　孟説著の「食療本草」には“砂糖を多く摂ると，

筋肉を弱め，歯を損うttと指摘している．このよ

うな砂糖を摂ると歯を損うという説は，現在のう

蝕の原因からみても，実際の情況によく符合する．

　筆者はかつて唐代末期の敦煙の壁画「労度叉闘

聖図」に，剃髪し，顔を剃り，手指で歯を擦って

いる「措歯図」を発見した．これは和尚達が頭を

剃った後，地上に据り，左手に含漱の瓶を持ち，

右手中指で前歯を擦っているもので，わが国唯一

の口腔衛生に関する絵画で大変価値のあるもので

ある14・15〕．

　遼代の口腔医学について，我々が知っているこ

とは余り多くないが，いくつかの事柄を参考とし

て提示することが出来る．

　例えば，むかし歯を清潔にするために手指や楊

子が多く用いられたが，ときには楊柳の枝を咬ん

で軟かくし，薬をまぶして歯を磨くのに用いた．

しかし遼代に入って初めて歯ブラシが現われ
たエ5・16）．

　1956年，筆者は北京の故宮博物院の保和殿で文

物を参観したとき，出展品の中に「2本の歯ブラ

シの柄」があった．出展品の説明によると，これ

はかつての熱河省の大螢子村にあった国王の婿，

衛国王の墓から出土したものであった。その形は

現在の歯ブラシに似ており，大変年代が経ってい

るので，歯ブラシに植えた毛束は腐朽してなく

なっているが，植毛した跡を見ることが出来る．

歯ブラシの柄は完全に残っており，色は薄い黄色

で，植毛部は二列に並び，ともに八個の孔があり，

孔は上下が通じていて，毛束は等間隔になってい

る．柄は円く，植毛部は扁平，長方形である．製

法は現在の標準歯ブラシに大変よく似ている．筆

者はこの二本の古い植毛歯ブラシは当時の一般の

人が常用したものではないと思った．それはこの

歯ブラシが出土した墓は，遼代の国王の婿，衛国

王が葬られていたからである．同時に大量の金銀

製品と百種類以上の重要な文物が出土している．

この墓は1953年に発見され，1954年には墓誌が出

土し，これによって遼の応歴9年（959年）の穆宗

時代の墓であることも判り，今を去る1，000年ほど

前のものである．筆老（1956年）は「中華口腔科

雑誌」に“植毛歯ブラシは中国の発明である”と

いう一文を発表して，わが国の歯ブラシは宋代の

発明であるとしたが，今回わが国では遼代で既に

非常に合理的な歯ブラシが製造されていたという

1，000年も前の実物が証明されたので，現在ではこ

の説を翻さなければならなくなった．外国の歯ブ

ラシは17世紀に出現しているが，わが国に遅れる

こと700年以上である．植毛歯ブラシの発明はわが

国の口腔医学方面での偉大な貢献である16・1η．

　1976年に内モンゴル寧城県一肯中郷で遼代の墓

を一基発見し，出土した墓誌とその他の文物は完

全に整理された．墓の主人は郵中挙で，墓誌には

その祖父郡延正の事蹟が記載されており，それに

よると“祖父郡延正は多くの技術に通じ，とりわ

け医学に優れていた．皇帝の開廟式に際して，皇

太后が突然歯の疾患にかかり，長い間治療したが

効果が無かったので，延正を招いたところ，その

技術でたちまち治癒させた．その後待医となった

が，医緩や華佗のような能力があり，場所や富貴，

貧賎，老若を問わずに，患者を治療し，いろいろ

の役職を重ねた後，節度使に任ぜられ，職務に精

励したことによって功労者の中に加えられ，上将

軍の位を賜わった”ということである．したがっ

てこの誌文から遼の聖宗の時であったのを知るこ

とが出来る．郡延正は皇太后の歯疾を治療する医

師として重要な地位にあったが，至難の業を見事

に成し遂げていた．とくに立派なことは，貧しく

孤独な患者に対しても心を込めて世話をした．惜

しいことに残された資料が少いのでさらにこれ以

上研究を進めることが出来ない．しかしこの墓誌
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と文物はわが国の口腔医学史の上で大変珍らしい

貴重な資料である19）．

　宋代の口腔医学は唐代の医学的基礎の上に立っ

て，さらに発展した．「聖恵方」の’1歯が脱落しな

いように銅末散で固まるようにする治療”および

「聖済総録」の“脱落した歯を整復して固定する”

は，ともにわが国では10世紀に歯牙再植術が行わ

れていたことを示すもので，外国で最も早い歯牙

再植術はフランスのフォーシャール（Fauchard，

1723年）が応用を開始したが，わが国に比べてお

よそ700年あとのことである5｝．

　義歯についての文献は，現在までの研究では宋

代のものが最も早い．陸游（1127年～1209年）の

「歳晩幽興」という詩に“塚をうらない，棺をつ

くることは，私の愉快なことではない．髪を染め，

義歯を入れるのは愚かな人だ”という句があり，

その自註に“最近無くなった歯を補うことを仕事

とする医者がいると聞いた”と記載している．陸

游から約10年後に楼鋪（1137年～1213年）が書い

た「攻悦集」に“義歯作り人である陳安上に贈る

文”があって“陳氏の技術は非常に優れており，

歯に病気のある人も手易く一新させる．手をつけ

たならば，貝殻で編んだような白い歯を保つ義歯

をつくることが出来るttとあることから宋代では

義歯による修復がすでに普通に見うけられてい

た．ヨーロッパでは18世紀にヒトの歯，カバの歯，

象牙，ウシの骨などを亜麻あるいは絹の糸で天然

歯に結紮して補綴歯とした．義歯による修復の方

面では，わが国は外国に比べて700年早い宋代です

でに高いレベルになっていた2°）．

　宋代では歯ブラシの使用はごく普通に行われて

いた．宝元時代（1038年～1040年）に温革が撰ん

だ「項砕録」の中でt’朝起きたときに歯を磨いて

はならない，歯根が露出して歯が動揺し，歯痛を

患う．これは歯ブラシが馬の尻尾で作られていて

歯を損うからである”と説いている．陳自明の「婦

人大全良方」（1237年）の産後養護法の項に“舌を

擦ってはいけない，心気になるおそれがあるから．

歯を磨いてはいけない，血逆になるおそれがある

から”とある．1322年日本から留学していた道元

禅師は中国の僧侶が牛の角の柄と馬の尻尾で作ら

れた歯ブラシで歯を磨くのを見て，これは不潔な

ものであると考え，古代の楊柳の枝で歯をこする

方法が良いと主張した．したがって上述の歯磨に
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は反対意見があることから，当時の歯磨の方法は

正しくなかったと同時に，その頃歯を磨くことが，

日常普通に行われていたことが判る17・IS｝．

　蘇東披（1037年～1101年）による「東披集巻70」

の中に茶を飲むことがう蝕の予防になると書かれ

ている．彼は“私には良い方法があって，いつも

大切にしている．すなわち濃い茶でロをすすぐと

気分が良くなり，胃腸に刺激を与えず，歯間に肉

がはさまったとき，茶で浸すようにすすぐと縮ん

で抜け出し，ほじり出すわずらわしさがない．歯

をすすぐことに慣れると，歯が次第に堅固になり，

う蝕は自然におさまる．一般には中等あるいは下

等の茶を使う．上等のものは数日間に一回位飲ん

でも害にならない．このような理屈を人々は余り

知らないので，詳しく述べた．元豊6年8月23日

（1083年）”と説いた．現代の口腔医学の発展によ

り茶を飲めぽう蝕予防になる理由は，茶に含まれ

るフッ素の量によるものであると実証された．

900年も前に茶を飲むことがう蝕予防になること

を指摘していたのは，口腔衛生方面の重要な貢献

である22）．

　厳用和（1253年）が「済生方」で口腔腫瘍（内

疽瘡）を切除する方法を記述しているが，それに

は“鉤形のメスで腫瘍の根本を切断し，焼ゴテを

7，8分に赤く熱してあて，止血する”という方

法が主張されている．このような焼ゴテによる止

血法は唐代ですでに広く用いられていた．

　元代の飲膳大医である忽思慧（1330年）の「飲

膳正要」の中で，寝る前に歯を磨くことと，塩を

用いて歯を磨くことを主張して“朝歯を磨くより

夜磨いた方がよい．そうすれぽ歯疾は起らない”

と云い，また“朝塩で歯を磨くと平常歯疾になら

ない”と説いている．わが国では南北朝の梁の時

代から，塩で歯をこすると口腔疾患の予防になる

ことが知られていた．とくに塩による歯周病の予

防と治療する方法は価値があると提唱された．日

本では目下多数の人々が塩の入った練歯磨を使用

しており，われわれも現在塩入り歯磨の製造をし

ている．これは中国と西洋の医学が結合して歯周

病の治療をする有効な措置である14・21）．

　明代の歯ブラシは馬の尻尾で作られたものだけ

でなく，椋欄製の歯ブラシもあった．高藻が著わ

した「遵生八箋」（1498年）に“歯を磨くのに椋欄

製の歯ブラシを使ってはならない．歯が衰えるか
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らであるfSと説いている．清代の曹庭棟の著述

「老々恒言」（1699年）に“駿馬の歯ブラシを使っ

てはならない，歯肉を傷つけるので，これは歯の

たたりであるttと説明している．彼等が椋欄ある

いは馬の尻尾で作った歯ブラシで歯を磨くと歯肉

組織を痛めると指摘しているのは正しい観察であ

るIs）．

　楊継洲は「針灸大成」（1601年）で，金津，玉液

というツボに針を刺すとき“三稜針を湯で煮なけ

れぽならない”と述べているが，消毒して感染の

継発を防ぐのがその目的であり，これは重視すべ

き進歩である．

　清代の顧世澄による「瘍医大全」（1688年）では，

唇裂の手術をするとき，麻酔薬を塗布した後，メ

スで切開し，刺繍用の針で縫合し，肉が着いてか

ら抜糸することを提示している．1688年，琉球国

の魏士哲は38歳のとき，わが国の福州に渡り，名

医黄金発について中国式の唇裂修復術を学んだ．

帰国後，琉球国王の孫，尚益その他6名の患者に

対し，麻沸湯の麻酔下に唇裂修復術を行った．手

術の結果は非常に良く，疲痕を残すこともなく全

快した．当時の唇裂修復術をみても，相当高い水

準に達していたことが判る．

　乾隆時代の梁玉縄著「白士集」第27巻で“現在，

町の中に義歯を作る店があり，その看板に『入れ

歯は天然の如し』と書いてあって，それは宋代か

らあった”と述べられ，併せて「七修類稿」には

種歯（注：歯を植えること）の説明があり“それ

は現在の歯牙補綴とは同じではない「tと云い，歯

牙補綴と歯牙再植術をすでに区別していた．この

わが国の歯牙補綴術についての説明は，その水準

が可成り進んでいたことを示している20）．

　18世紀になって，西洋医学技術がわが国に伝来

したのにつれて，わが国の口腔医学は大きく発展

した．解放後，その発展はとくに迅速である．現

在の口腔医学は口腔内科学（その中に歯体病，歯

周病および口腔粘膜病などの学科を含む）ロ腔外

科学（歯槽骨，顎顔面，腫瘍および整形などの学

科を含む）口腔補綴科学（総義歯，局部義歯，冠

橋などの学科を含む）口腔矯正科学，口腔児科学，

口腔予防保健科学など多方面にわたる専門学科が

ある．医学院（注：医科大学）の中に口腔医学系

（注：歯学部）が設置され，多くの歯科専門の人

材を育てた．またその中に専門家も出ている．中

大成博士の中国口腔医学史略の和訳

国と西洋の医学を一体化する方針の政策で，針灸

や漢方薬による治療も口腔疾患に応用されて比較

的良い結果が得られている．

“中国口腔医学史略”の引用文献

1）周大成（宗岐）（1956）股壊甲古文中所見口腔

　　疾患考．中華口腔科雑誌，4：155－158．

　　　　　　　　　　　　　　t2）司馬遷（1947）史記・扁鵠倉公列会伝，第45．

　　成都書局乾隆12年．

3）周大成（1981）明代の歯科専門書口歯類要に

　　ついて．日本歯科医史学会会誌，3：39～40．

4）馬玉堆漢墓吊書整理小組（1979）五十二病方，

　　文物出版社．

5）鄭麟蕃（1957）口歯疾患，5．人民衛生出版

　　社．

6）周大成（1955）我国首先応用碑剤治療牙歯的

　　歴史．中医雑誌．2：56．

7）愁康（1956）話康集・養生論，巻3．文学古

　　籍刊行社．

8）周大成（1959）（注：誤植か）弗化物防麟近況．

　　中華口腔科雑誌，13：173．

9）周大成（1959）“兎唇”一名的由来．中華口腔

　　科雑誌，　7　：173．

10）晋書・列伝37縮印百柄本，商務印書館，上海．

11）朱希涛（1955）我国首先応用禾合金充填牙歯

　　的光栄史．中華口腔科雑誌，3：1－2．

12）周大成（宗岐）（1956），祖国医学対下顎関節

　　脱位的記載．中華ロ腔科雑誌，4：1－2．

13）周大成（1980）我国薫牙考．中華口腔科雑誌，

　　15：87，

14）周大成（宗岐）（1957）借歯考．医学史与保健

　　組織，3：129－13（注：脱落）

15）周大成（宗岐）（1954）口腔衛生小史．中華口

　　腔科雑誌，2：156－158．

16）周大成（宗岐）（1956）遼代植毛牙刷考．中華

　　口腔科雑誌，4：159－160．

17）周大成（1956）植毛牙刷是中国発明的．中華

　　口腔雑誌，4：5．

18）周大成（1964）中国是最早使用和発明牙刷的

　　国家．健康報，3月14日．

19）項春松，（1982）内蒙古寧城遼郡中挙墓．考古，

　　31281．

20）周大成（1983）祖国医学在口腔科方面的四項

　　重要発明．中西医結合雑誌，3：59－60．
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21）周大成（1981）中国口腔医学発展簡史．日本

　　歯科医史学会会誌，8：1－17．

22）周大成（1984）茶叶在防踊上的応用．茶叶，

　　1　：40－42．

考 察

　周博士が1980年に，開催された第8回日本歯科

医史学会総会（医歯薬3史学会合同）で行った特

別講演「中国ロ腔医学発展簡史」の内容を日本歯

科医史学会会誌に発表されるままでは，中国の歯

科医学の歴史はほとんど知られていいなかったと

云ってもよい。歯科医学史書でさえ，中国医学史

書の中に書かれている口歯科の歴史を採り上げて

いるに過ぎないものが大部分である．欧米の歯科

医学史書1～4｝に共通している点は，中国における最

古の医書といわれる黄帝内経に書かれている医学

思想と治療法を紹介し，その中にある歯痛の種類

とその治療法を挙げ，ついで歯科疾患に対する漢

方薬と針灸の応用を古典的な歯科の治療法として

記述し，口腔衛生の面から見ると，工芸品として

作られた楊枝があるとしている．なかにはアマル

ガム充填について触れているものもある．これに

対して日本の歯科医学史書5“’7）では，古代の中国医

学を紹介しているだけで，歯科医学の歴史につい

ては全く触れていない．同じ漢字使用圏にありな

がら，欧米のものに比べて内容が極めて少ないの

は不思議なことである．いずれにしても通史を記

載しているものはない．

　周博士は黄帝内経には余り重きを置いてはおら

れないようであり，またCurt　Proskauerが中国

における植毛歯ブラシの発明は1498年であると記

述しているのをWeinbergerが紹介しているのに

対して，中国の植毛歯ブラシは10世紀であると述

べている．

ま　　と　　め
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　今回，和訳して紹介したこの論文は，周大成博

士が自著「中国口腔医学発展簡史」を補足した上

で要約されたもので，股代から現代に至るまでの

中国歯科医学の簡明な通史である．この論文から

中国には古くから多くの歯科治術が存在していた

ことが知られる．とくに周博士のもう一つの専門

分野である口腔衛生学，予防歯科学に関する記述

に重点がおかれているように見受けられた．

　（今回の和訳に当って使用した辞典類を文献

欄9～12）に挙げる．）

　稿を終るにあたり，論文の和訳を快諾され，訳文の

こ校関を賜わった周大成博士と和訳にあたって多くの

ご教示を頂いた周虹氏に深く謝意を表し，また終始有

益なご助言を賜った松本歯科大学衛生学院長，橋口緯

徳教授に厚く御礼申し上げます．
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　　－41．
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　　de．36－41
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